
３/7   エアコン施工研修
３/8   シンラ体験入浴撮影
３/11  東京ガスリビング様⾒学会
３/13 キャプティーテック様研修
３/14 TOTOグループ様研修会
３/15 三⾕産業様⾒学会
３/18 トキオテック様⾒学会
３/20 ⼤垣管材様⾒学会
3/27 タカラスタンダード様⾒学会

４月号VOL.9９

３月研修および見学報告

①３⽉研修会および⾒学会報告
②「高齢期の健康で快適な暮らしのための住まいの改修ガイドライン」
③荒尾先生寄稿「デザイン水栓」
④ラボ紹介「パナソニック/リノベーションミュージアム」
＊みらいエコリフォームセンターは、東雲研修センターに名称が
変わりました

３⽉研修会、⾒学会の実績をご報告します

高齢期の住まいの改修ガイドライン

PACエアコン施工コーナーの
場所を移動しました。また施
工実習の完成モデルを設置。
冷媒管接続はロウ付けではな
く、オーケー新製品の楽継で
⾏います。

エアコン施工研修

三⾕産業様⾒学会 タカラ様⾒学会

エアコン施工研修

今月のトピックス

この陽気で庭木や草花がいっぺんに
咲き始めました。

まさに春爛漫です。



• 開⼝部など住宅の断熱性を高め、
暖冷房設備を適切に設置する
• 居室と非居室の間で過度な温度
差を生じさせない

• ⽞関や勝⼿⼝から道路まで安
心して移動できるようにする
• 外出や来訪のしやすい⽞関と
する

• 寝室からトイレまで⾏きやすく
する
• トイレ、脱衣室や浴室の温熱・
バリアフリー環境を確保する

• 日常的な生活空間を同じ階に
まとめる
• よく利⽤する空間を⼀体的にし、
広く使えるようにする

• 日照、採光、遮⾳、通風など適切
な室内環境を確保する

• 日常生活において家事、外出、
トイレなどによく利⽤する動線
をバリアフリー化する

• 安全性が高く、使いやすい、
メンテナンスが容易な設備を導
入または更新する

①温熱環境

②外出のしやすさ

③トイレ・浴室の利⽤しやすさ

④日常生活空間の合理化

⑤主要同線上のバリアフリー

⑥設備の導入、更新

⑦光・⾳・臭い・湿度等

• 余った部屋を収納、趣味、交流な
どの空間として利⽤する

⑧余剰空間の活⽤

高齢者の健康で快適な暮らしのための住まいの改修ガイドライン
国⼟交通省住宅局



一級建築士 荒尾 博

「 デザイン水栓 」

昭和時代から平成時代では、設備機器も⼤きく変わりました。たとえばキッチンセットがシステムキッチン
になり、洗面台がシステム洗面台になったように、「システム」という冠名称がある設備機器が今では一般的
になりました。

しかし、元号が変わるからでも無く、最近は若い世代を中⼼にこだわりデザインが増えています。特に若い
層ほどインターネットを活用していることもあり、仕様検討では、こちらからいろいろなカタログなど提示し
て決まっていくのでは無く施主自身が自分なりにいろいろ調べてそのデータを元に打ち合わせになることが多
くなっています。

その結果でも無いのですが、洗面設備、洗面台でも家具のようなシステム洗面台でも無く、カウンターか
ら選んで、できるだけシンプルにしたいという要望で設計することが多くなっています。

シンプルその一：カウンター+洗面器 収納無し
シンプルその⼆：給排⽔管も⾒える部分を極端に少なく

→ 壁からパイプ部(スパウト)と単純なレバー部のみ
⇒ 排⽔トラップも⽌⽔栓も壁で⾒えにくく

シンプルその三：カウンターしたに収納を付ける場合開き⼾だけ

画１ カウンターだけ 画２ 壁出し混合⽔栓 画３ 縦混合⽔栓

最近の事例でも画１のようにカウンターにボウルだけで収納無し、もちろんボウルにオーバーフロー無
し、⽔栓は画２，画３のようなシンプルな⽔栓、排⽔トラップはできれば壁に････といった感じでしょうか。
打ち合わせの中で収納がとなって、その収納はシンプルに開き⼾だけで良い、引き出しは透明なプラスチッ
ク製を別に買い、収納の中に設置する。となるのです。

個々で注意が必要なのは、
①外壁に面して壁から給排⽔管を出すためには土台な根太がネックになること

⇒リフォームで外壁の下側の土台や根太を欠いてしまうと構造的に問題になる
②壁出し混合⽔栓は、外国製品が多く、裏面から固定する場合がある。

⇒固定や故障対応で点検口が必要、壁を150㎜ふかすなど対応品が多い

私の経験ですが、こうした外国製のデザインの良い⽔栓は、②のような対応が必要なだけで無く、イン
ターネットでの説明も不⼗分で、CADデータも無い場合が多いので打ち合わせた後で検討するのに問い合わ
せなどで配管径が、スパウトがなどどうのこうのと苦労することが多いのです。

しかし、施主の要望ですからいろいろ対応する場合もあるかと思います。その場合、施主に説明できる
だけで無く、⽔道工事屋さんにも⼗分説明し、メンテナンスについてなどいろいろな情報を集めて対応する
必要があるのです。



東雲だより４⽉号”編集後記 ☆ドルチェ☆ ― 桜 ―

TOKYO  RENOVATION  MUSEUM
ラボ紹介

佐藤 深雪

リノベーションとは、部
位ごとに変えるリフォームと
は全く違う価値観のもとに、
生活そのものをかえたり、自
分らしい暮らしをみつけたり
することです。
ここでは、リノベーションを
学んだり体験したりすること
ができます。
⼦供が巣⽴った御夫婦のため
に、２ＬＤＫをワンルームに
変えるなど、素敵なくらし提
案や空間提案がいくつも。

〒105-8301
東京都港区東新橋1-5-1
パナソニック汐留ビル１階
OPEN  10時〜17時
休館 ⽔曜日
電話 0800-170-3815

パナソニック汐留の一階に
4/13  TOKYOリノベーション
ミュージアムがオープンしま
したので⾏ってきました。

平成も残り数えるくらいで終わり、いよいよ「令和」という新時代が始まり
ますね！今年は平成最後の桜ということで、久しぶりに樹齢450年以上と⾔われる
しだれ桜を⾒に⾏ってみました。お寺の裏側、本堂とお墓の間に植わっていて、
表からではとてもここに名物の桜が咲いているなんて誰も思わないような田舎
なんです。でも、裏⼿に回ってみると、それはそれは⽴派に年を重ねた重厚感
たっぷりのしだれ桜が咲き乱れていて、結構な人で賑わっていました。

自撮りで記念写真に挑戦するおばちゃん仲良し組や、⽝の散歩がてら毎日⾒に
来ていると⾔う方も。中にはパイプ椅⼦を持って来て⽔彩画を描いている人も
いて、たった1本の桜だけれど色々な楽しみ方があるのだなぁ、と感じました。

このしだれ桜ですが、高さ10ｍ、幹の太さ5ｍ、枝張りは最⼤で22ｍもあるそうな。
しだれ性をもった江⼾彼岸（エドヒガン）という品種で、県指定の天然記念物にも指定されて
いるんだそうです。ご住職が小学生の頃は、「今の倍近く枝が伸びていた」そうなのですが、
桜は⼿入れをせずに放っておくと枯れてしまうので、現在こうやってたくさんの人が愛で
られるのは、ご住職をはじめとするたくさんの方々が愛情を持って、日々⼿入れをして
下さっているお陰なんですね〜

田舎らしく、ライトアップは毎年たった2日、それも各日2時間だけだそう。来年はその
貴重な時間を狙って⾒に⾏ってみようと思います！


